
DX
LowCode ケイパビリティ

プロジェクトを成功に導く要因 FPT のケイパビリティ

・主要オフショアモデル（中・印・比）と比べてベトナムリソースに
　よる競争力の高いコストパフォーマンス。
・「開発と運用保守」、「アプリ・インフラ」、「運用業務とDX化」が
　一体化されたモデルにより、FPTデジタル技術力を活かし、
　RPA・AI活用等により継続的コスト削減を図る。

・ローコードのプラットフォーム企業との強力なパートナーシップに
　より、日本およびグローバルでも多数の実績
・豊富な実績・ノウハウを元にした各種設計テンプレートと
　共通フレームワークによる開発効率化を実現

オン・ニア・オフを柔軟に組み合わせたオペレーティングモデルと
FPTグループ（台湾、ベトナム、日本、他）でのロールアウトグローバル
サポート

1400+FTE
Out System (850+) Pega (100+)

ServiceNow (200+)Microsoft Power Apps (250+)

　豊富なローコードリソース2
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